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この章では STANの入門用として、操作の大まかな概要を記述しています。各コマンドの詳細については、
ヘルプをご参照ください。ここでの予備知識は「簡易モデルの作成」を行う前の下準備になります。 
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１.（１）画面まわりを表現する言葉 

 
STANのヘルプ内では画面まわりの表現に以下の言葉を利用しています。 

 
① プルダウン・メニュー → コマンドが表示されている上段の帯（下図参照） 
② ツールボタン領域   → 使用頻度の多いコマンドがボタン化されている画面の左側の領域 
③ 表示領域       → モデルが図で表示される白い領域 
④ スクロール・バー   → 画面の最下部及び最右部にある、画面を見る角度を変更する為のバー 
⑤ 編集メニュー     → モデルを編集する為のコマンドをまとめたメニュー（下図参照）。 

画面上を [右クリック] するか、または プルダウン・メニュー から 
[編集(E)] の選択で現れます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プルダウン・メニュー 
全てのコマンドは、ここから選択可能です。

スクロール・バー スクロール・バー 

編集メニュー 
モデル形状を編集するコマンドがまとまっています。 

ツールボタン領域 

使用頻度の高いコマンドがまとまっています。 
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１.（２）プルダウン・メニューについて 

 
 
 
 
 
 
 
全てのコマンドは画面上部の プルダウン・メニュー から選択することが可能です。１１項目でコマンド

が分類されています。ヘルプの６章、「６．コマンド一覧」には全てのコマンドの内容が記載されています。 
 
ファイル：             表示：             切取りズーム： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択範囲：           データ：              編集： 
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境界・荷重：                        解析・他： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
結果表示：                     解析ケース： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘルプ： 
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１.（３）ツールボタン領域について 

 
開いているファイルの状態や使用頻度の高いコマンドがまとまった領域です。常に画面左側に表示されて

いますので選択が容易です。非表示にすることも可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在行っている作業内容が表示されています。 

現在開いているファイル名が表示されています。「入力ファイル」の文字の上に 
マウスを合せると、フルパス（フォルダ名も含めたファイル名）で表示されます。 

モデルに設定されている単位系が表示されています。 

現在開いている境界条件番号および荷重定義番号です。モデルに追加した編集内容は

ここに表示されている境界条件及び荷重定義番号に保存されます。結果表示モードで

は、ここの表示された解析ケースの応力を表示します。 

使用頻度の高いコマンドです。各ボタンのコマンド内容はヘルプの 
６章、「６-13．ツールボタン」をご参照ください。 

モデルの表示モードを切り替えます。表示モードには、「結果表示モード」と 
「モデル表示モード」の２種類があります。（次ページを参照） 

印刷コマンドです。詳細はヘルプの６章、「６－１．ファイル」をご参照ください。 
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１.（４）表示モードについて 

 
 モデルを表示している 表示領域 には「モデル表示モード」と「結果表示モード」の２種類のモードがあ
ります。 
 
＜モデル表示モード＞ 

 

・モデルの編集と荷重定義を行うモードです。 
・STANを起動すると、初めはこのモードになっています。 
・節点や部材を [ダブルクリック] すると、修正ダイアログが表示されます。 
・このモードであれば、ツールボタン領域 の [表示項目] でモデル図に各種情報を追加表示できます。 
・ ツールボタン領域 の切り替えボタンは「結果表示」になっています。このボタンをクリックすれば、
「結果表示モード」に移ります。（応力解析がされていないか、解析結果ファイルが古い場合は「結果

表示モード」に移る事ができません。） 
・プルダウン・メニュー 内で解析結果の表示に関するコマンド（[結果表示(G)] 及び [解析ケース(S)]）
は選択不可になっています。「結果表示モード」に移らない限り選択はできません。 

・このモードでは、解析結果のリストの表示もできません。解析結果リストを表示する場合は「結果表

示モード」に移ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ ツールボタン領域 の切り替えボタンは現在のモードと逆のモード名を表示しています。[結果表示] の

ボタンをクリックすれば「結果表示モード」に移ります。 
 

部材を [ダブルクリック]

節点を [ダブルクリック]

結果表示関連のコマンドは選択不可 
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 ＜結果表示モード＞ 

 
・解析結果を表示するモードです。このモードではモデルの編集はできません 
・応力図や解析結果リストを表示させたい場合、「モデル表示モード」から「結果表示モード」に移る必

要があります。（応力解析がされていないか、解析結果ファイルが古い場合は「結果表示モード」に移

れません。移るためには再度 解析を実行してください。） 
・節点や部材を [ダブルクリック] すると、その要素の解析結果の詳細数値が全て表示されます。 
・このモードの場合、ツールボタン領域 の [表示項目] の中で、表示されない項目があります。（応力図
の表示が優先のため） 

・ ツールボタン領域 の切り替えボタンは「モデル表示」になっています。このボタンをクリックすれ
ば、「モデル表示モード」に移ります。 

・プルダウン・メニュー の [データ(D)]、[編集(E)]、[荷重定義(L)] 及び [解析・他(A)] 等、データ
内容を変更するコマンドは選択不可になっています。「モデル表示モード」に移らない限り選択はでき

ません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ ツールボタン領域 の切り替えボタンは現在のモードと逆のモード名を表示しています。[モデル表示] 

のボタンをクリックすれば「モデル表示モード」に移ります。 
 

部材を [ダブルクリック]

節点を [ダブルクリック]

モデル編集関連のコマンドは選択不可 
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１.（５）新規データを作成する 

 
 
（５）の章は予備知識として読むだけで結構です。実際の操作は「簡易モデル作成」で行います。 

 
STANが起動され、STANの画面が表示された状態よりの説明となります。 

 
 ① プルダウン・メニューの [データ新規作成(N)] をクリックします。 
 ② 初期設定 画面が立ち上がり、ここからデータ入力が始まります。必要項目を入力して [ＯＫ] をクリ

ックします。ここでの入力項目については、ヘルプの５章「５－１．初期設定」を参照してください。 
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③ 新規でデータを作成した場合、STANを終了する前には、必ずファイル名を付けて保存をしてください。
プルダウン・メニュー から [ファイル(F)] をクリックし、[入力ファイルに名前を付けて保存(A)] を
選択します。保存画面で適当な名前を付けて [保存(S)] をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 以上で終了です。 
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１.（６）既存のデータを呼び出す 

 
この章は実際に操作を行ってください。 
STANが起動され、STANの画面が表示された状態よりの説明となります。 
まず、「 マイ ドキュメント → KKE → STAN-V9 → SAMPLE 」フォルダの中にある、「Ex-009.dat」 
データを呼び出します。 

 
 ① プルダウン・メニュー の [解析入力ファイルを開く(O)] をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ② ファイル選択画面になります。ここで「 マイ ドキュメント → KKE → STAN-V9 → SAMPLE 」 
  フォルダの中にある  [Ex-009.dat] を選択して  [開く(0)] をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ③ 選択したデータが立ち上がります。各操作が可能になります。 
 ④ 以降の章に続きます。 
 

選択したいファイル名をクリックした後、

[開く(0)] をクリックします。 
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１.（７）表示に関する操作－１（モデルを見る角度を変える） 

 
 

STAN／3Dは３次元のモデルを扱いますので、モデルの部材は複雑に入り組んで表示されます。見やすい
ように見る角度を変える操作は頻繁に行う必要があります。 
 
以降の操作説明は STANが起動され、例題のデータが呼び出された状態よりの説明となります。 

ここで説明の為呼び出しているデータは「Ex-009.dat」です。このデータは、「 マイ ドキュメント → KKE 
→ STAN-V9 → SAMPLE 」フォルダの中にあります。 
 
 ＜表示領域内のマウス移動で角度を変える（ダイナミック・ローテーション）＞ 

 
 一番簡単な操作方法です。通常はこの方法を利用してください。 
   方法： 表示領域 のどこでもかまいません、マウスをクリックして、ボタンから指を離さないままで

マウスを移動します。移動距離がそのまま角度量になります。水平の移動量が鉛直軸周りの角

度、垂直の移動量が水平軸周りの角度になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水平移動距離が 
鉛直軸周りの角度 

垂直移動距離が 
水平軸周りの角度 
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＜スクロール・バーを利用して角度を変える＞ 

 
 

方法：スクロール・バー のポインター動かします。スクロール・バー はドラッグ（クリックして、
ボタンから指を離さないままマウス移動すること）すれば、移動距離に連動して角度が変わり

ます。なお 表示領域 右側 スクロール・バー は水平軸周りの角度、下側 スクロール・バーは
鉛直軸周りの角度を変更します。 

スクロール・バー 端部の三角マーク（  ）をクリックすると１度ピッチで角度が変わ

り、スクロール・バー のその他の部分（下図の楕円部分）をクリックすると５度ピッチで角度
が変わります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このエリアをクリックする

と、５度ピッチで角度変更さ

れます 

このボタンをドラッグすると、

移動距離分 角度変更されます
このボタンをクリックすると、

1度ピッチで角度変更されます
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１.（８）表示に関する操作－２（表示画面をズームする） 

 
ここでのズームとは、表示領域 の表示倍率を変更する機能です。 

 
 以降の操作説明は STANが起動され、例題のデータが呼び出された状態よりの説明となります。 
ここで説明の為呼び出しているデータは「Ex-009.dat」です。このデータは、「 マイ ドキュメント → KKE 
→ STAN-V9 → SAMPLE 」フォルダの中にあります。 
 
＜ツールボタンを利用したズーム＞ 

ツールボタン領域 のズーム関連ボタンをクリックしてコマンドを起動します。ズームは、その後ズーム
したい領域を対角の２点で指示します。他のズーム関連コマンドはクリックのみで動作します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 二つの点は通常のクリックで指定します。１点目から２点目に移動する際に、ドラッグ（クリックして
ボタンから指を離さないままマウス移動する方法）をする必要はありません。 

 

×

×

←ズーム領域

１点目 

２点目 
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 ※ 他のズーム関連のボタンに関して 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  拡大ズーム：ボタンをクリックするだけで実行します。現在の表示状態で、中心位置をそのままで拡大

ズームします。表示状態の微調整に便利です。 
  縮小ズーム：ボタンをクリックするだけで実行します。現在の表示状態で、中心位置をそのままで縮小

ズームします。表示状態の微調整に便利です。 
  窓ズーム ：ボタンをクリックした後、ズームしたい領域を対角の２点で指示します。一般的なズーム

コマンドです。 
  全体表示 ：ボタンをクリックするだけで実行します。どんな表示状態からでも、設定した要素が全て

表示されるようにズームします。初めの状態に戻すズームです。 
  切り取り範囲ズーム：ボタンをクリックするだけで実行します。切り取りズーム（「1.(10) 切り取りズ

ーム」を参照）で指定された範囲内の要素を全て表示します。 
  移   動：ボタンをクリックした後、移動元と移動先の２点で指示します。画面の表示位置を変更し

ます。「1.(9) 表示画面を移動する」を参照してください。 
 

拡大ズーム 縮小ズーム 窓ズーム

全体表示 切り取り範囲ズーム 移動 
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１.（９）表示に関する操作－３（表示画面を移動する） 

 
 
 以降の操作説明は STANが起動され、例題のデータが呼び出された状態よりの説明となります。 
ここで説明の為呼び出しているデータは「Ex-009.dat」です。このデータは、「 マイ ドキュメント → KKE 
→ STAN-V9 → SAMPLE 」フォルダの中にあります。 
 
＜ツールボタンを利用した移動＞ 

  
  ツールボタン領域 の移動コマンドのボタン（下図参照）をクリックしてコマンドを起動します。その後、
移動元と移動先の２点を指示します。二つの点は、通常のクリックで指定します。１点目から２点目に

移動する際、ドラッグ（クリックしてボタンから指を離さないままマウス移動する方法）をしないでく

ださい。１点目を指示すればモデル絵はマウスに追従してきますので、移動の状態を確認しながら２点

目を指定できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１点目（ここの点を） 

×

×
２点目 
（この位置に 
 移動します）
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１.（10）表示に関する操作－４（切り取りズーム） 

 
 
「切り取りズーム」とは、ある指定した範囲内の要素のみを表示し、範囲外の要素は表示対象から外して

しまう機能です。表示倍率は、表示対象が全て表示されるように自動調整されます。範囲外の要素を表示し

ないで切り取ってしまう点で通常のズームとは異なります。 
 
 
 以降の操作説明は STANが起動され、例題のデータが呼び出された状態よりの説明となります。 
ここで説明の為呼び出しているデータは「Ex-009.dat」です。このデータは、「 マイ ドキュメント → KKE 
→ STAN-V9 → SAMPLE 」フォルダの中にあります。 
 
 
 
 以下より手順を説明します。 
 
 ① プルダウン・メニュー の [切取りズーム(Z)] をクリックし [全体 X-Z 立面選択] を選択します。 
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 ② 全体のＸ－Ｚ立面が表示されます。２点を指定すれば、その中に囲まれた部材しか表示しなくなります。
二つの点は、通常のクリックで指定します。１点目から２点目に移動する際にドラッグ（クリックし

てボタンから指を離さないままマウス移動する方法）をしないでください。 
下図の例と同様に囲めば１層のみが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ③ プルダウン・メニュー の [切取りズーム(Z)] をクリックし [全体表示] を選択すれば元に戻ります。 
 

開始点をクリックします 部材を囲んで再度

クリックします 

×

×
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＜切り取りズームの種類について＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各ズームの具体的な操作方法は、ヘルプの６章「6-5. 切取りズーム」をご参照ください。 
 

←全体を表示します。 

←モデル全体のＸ－Ｙ平面（真上から見た図）で範囲指定を行えます。 

←モデル全体のＸ－Ｚ立面（真横から見た図）で範囲指定を行えます。 

←モデル全体のＹ－Ｚ立面（真横から見た図）で範囲指定を行えます。 

 

←表示している状態のＸ－Ｙ平面（真上）で範囲指定を行えます。 

←表示している状態のＸ－Ｚ平面（真横）で範囲指定を行えます。 

←表示している状態のＹ－Ｚ平面（真横）で範囲指定を行えます。 

←表示画面のままで範囲指定を行えます。 
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１.（11）表示に関する操作－５（入力データを画面に表示する） 

 
 
表示領域 に表示されているモデル上に節点番号や部材番号等の数値情報を追加表示することができます。

また入力データを編集する為に、データ領域を画面に表示する必要があります。ここではその方法を説明し

ます。 
 
 以降の操作説明は STANが起動され、例題のデータが呼び出された状態よりの説明となります。 
ここで説明の為呼び出しているデータは「Ex-009.dat」です。このデータは、「 マイ ドキュメント → KKE 
→ STAN-V9 → SAMPLE 」フォルダの中にあります。 
 
 
＜モデルに数値情報等を追加表示する＞ 

 
  ツールボタン領域 の [表示項目] のボタンをクリックして表示項目を設定する画面を出します。ここで、
表示したい項目のチェックボックス（下図の例の場合、[節点番号] ）をクリックした後、[ＯＫ]ボタン

をクリックします。するとモデル図に追加表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ 表示項目を設定する画面で [表示条件] をクリックすれば、各項目の詳細設定の画面が表示されます。

詳細項目の内容については、ヘルプの６章「6-2.(2) 表示項目」をご参照ください。 
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＜１つの部材の詳細情報を表示する＞ 

  
表示領域 の部材を [ダブルクリック] すると、その部材の情報が表示されます。ここで内容の修正が

可能です。確認だけの場合は [キャンセル] ボタンをクリックして画面を閉じてください。（何も変更し
ていなくても [修正＆終了] ボタンをクリックしてしまうと、修正されたと認識されてしまいますので
ご注意ください。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ 選択した部材が「トラス」の場合、別のダイアログが表示されます。（内容はほぼ同じです。） 
 

←部材の基本情報です。 
 
←材端の固定度の情報です。 
ここで材端の「固定」及び「ピン」を設定します。 

 
 
←左側は断面記号や剛域番号の情報です。 
右側は部材座標系の設定項目です。 

 
←部材に作用させる荷重はこのボタンで設定します。 

部材を [ダブルクリック]し
ます。 
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 ＜１つの節点の詳細情報を表示する＞ 

  
表示領域 の部材を [ダブルクリック] すると、その部材の情報が表示されます。ここで内容の修正が

可能です。確認だけの場合は [キャンセル] ボタンをクリックして画面を閉じてください。（何も変更し
ていなくても [修正＆終了] ボタンをクリックしてしまうと、修正されたと認識されてしまいますので
ご注意ください。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

←節点番号及び座標位置です。 
 
 
←P1,P2,P3が、順にＸＹＺ方向の変位成分
です。 
M1,M2,M3が、順にＸＹＺ回りの回転成
分です。 
各方向成分への加力や拘束条件を設定

（自由・固定・バネ支持）ができます。

節点を[ダブルクリック]
します。 
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＜データ領域を表示する＞ 

 
 プルダウン・メニュー の [データ(D)] をクリックし、表示させたいデータ項目（下図の例の場合は[節点]）
を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 全てのデータは プルダウン・メニュー の [データ(D)] をクリックして表示される項目内に蓄えられ
ます。 

 ※ 以上に示した方法のように、ほとんどのデータの編集方法には２つの方法があります。要素を [ダブル
クリック] して個別情報を表示して編集する方法と、プルダウン・メニュー の [データ(D)] をクリ
ックで全要素データを表示して編集する方法の２種類です。 
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１.（12）表示に関する操作－６（応力を画面に表示する） 

 
 
ここでは解析結果をモデル上に図化出力する方法を説明します。 

 
 以降の操作説明は STANが起動され、例題のデータが呼び出された状態よりの説明となります。 
ここで説明の為呼び出しているデータは「Ex-009.dat」です。このデータは、「 マイ ドキュメント → KKE 
→ STAN-V9 → SAMPLE 」フォルダの中にあります。 
 
「Ex-009.dat」のデータには、その解析結果ファイルが同じフォルダ内に存在します。よって、再度解析

を実行することなく結果の表示ができます。他のファイルでここの項目を試す場合、解析を実行して「正常

終了した結果ファイル」が作成されている状態で行ってください。 
 
 
 
＜モーメント図を表示する＞ 

 

 ツールボタン領域 の切り替えボタン「結果表示」をクリックして「結果表示モード」に移ります。解析が
されていないか、解析結果ファイルが古い場合は「結果表示モード」に移れません。 
プルダウン・メニュー の [結果表示(G)] をクリックして表示項目を設定する画面を出します。ここで、
表示したい項目（下図の例の場合 [曲げモーメント] ）をクリックするとモデル図に追加表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※ 結果ファイルが作成されていないか、または結果ファイルより入力ファイルの方が新しい場合は、

「応力表示モード」に移ることはできません。この場合、解析を実行して解析が正常終了すれば、

選択可能になります。 
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※モデルによってはモーメントの線が異常に大きく（小さく）表示される場合があります。これは応力

表示の表示倍率が、そのモデルに合っていないためです。以下の方法で表示倍率の設定を行うことが

できます。 
 
 
 
＜モーメント図の表示倍率を変更する＞ 

   プルダウン・メニュー の [結果表示(G)] をクリックして [応力表示基本設定] をクリックします。
応力表示に関する設定を行う画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「結果表示モード」に移れない場合、解析を実行してください。

解析が正常終了すれば「結果表示モード」に移れます。 
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  該当する表示項目の [タブ] をクリックして、その設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※ 表示倍率を「0」にすればオートスケールになります。（最大値を１ｍで表示します。） 
 
 
 
＜その他の解析結果を図化表示する＞ 

 

  プルダウン・メニュー の [結果表示(G)] をクリックして表示したい結果項目を選択します。表示倍率
等の設定に関しては、前述のモーメントでの方法と同じです。 
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※ 結果表示モードであれば、ツールボタン領域 に表示応力を選択できるボタンが現れます。ここをク
リックしても応力が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※ 結果表示モードで部材を [ダブルクリック] すると部材の応力値の全てが表示されます。また、節点

を [ダブルクリック] すると節点の変形値と反力が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モーメント ねじれモーメント

変形図

軸力 せん断力

支点反力

応力図表示を全てクリア 
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１.（13）編集に関する操作 

 
 
 
 STAN／3Dのデータ編集方法には次の２種類の方法があります。 
 
     ① ＣＡＤ的な操作でモデル図を編集する 
     ② データ項目の数値を直接編集する 
 
ここでは、その二つの方法について記述しています。この章では概要だけの記述となります。コマンドの詳

細な機能及び流れについてはヘルプをご参照ください。 
 
 
 
以降の操作説明は STANが起動され、例題のデータが呼び出された状態よりの説明となります。 

ここで説明の為呼び出しているデータは「Ex-009.dat」です。このデータは、「 マイ ドキュメント → KKE 
→ STAN-V9 → SAMPLE 」フォルダの中にあります。 
 
なお、ここの操作を実際に行うと、呼び出したデータの内容が書き変えられます。[SAMPLE] フォルダ内の

ファイルはインストールの初期状態を保つ事をお勧めします。よって [SAMPLE] フォルダ内のファイルを利
用して、ここでの操作を行う場合、同ファイルを別フォルダにコピーし、コピーしたファイルでお試しくだ

さい。 
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Ⅰ．ＣＡＤ的操作で形状を編集する 

 
 表示領域 を [右クリック] すると 編集メニュー が表示されます。ここでコマンドを選択後、表示領域 の
節点や部材を指定して編集を行います。複写、削除、移動コマンドで、形状の編集を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜コマンドの大筋の流れ＞ 

 
  ① 表示領域 を [右クリック] して、編集メニュー を表示させる。 
  ② コマンド（複写、削除、移動等）を選択する。 
  ③ 表示領域 で、コマンド（複写、削除、移動等）の対象となる要素（節点もしくは部材）を選択する。 
  ④ 要素の選択が終了したら、表示領域 を[右クリック] 。それで選択が終了。かつ、それまで選択した

要素が確定されます。 
  ⑤ コマンドの詳細設定画面が表示されるので、その内容を設定。 
  ⑥ コマンドを実行 
 
 ※ 編集コマンドの詳細な利用方法は、ヘルプの６章「6-6. 編集」をご参照ください。 
 

編集メニュー 
モデル形状編集用コマンドがまとまっています。 
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Ⅱ．ＣＡＤ的操作で節点や部材に関するデータを編集する 
 
表示領域 の要素（節点もしくは部材）を [ダブルクリック] すると、要素の情報が表示されます。ここで

内容の修正が可能です。ダイアログ内に修正項目を入力して [修正＆終了] ボタンをクリックすれば、修正
が実行されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ 骨組部材の設定内容に関する詳細は、ヘルプの５章「5-10. 骨組部材」をご参照ください。 
 

←部材の基本情報です。 
 
←材端の固定度の情報です。 
ここで材端の「固定」及び「ピン」を設定します。 

 
 
←左側は断面記号や剛域番号の情報です。 
右側は部材座標系の設定項目です。 

 
←部材に作用させる荷重はこのボタンで設定します。 

部材を [ダブルクリック] 
します。 
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＜トラス＞ 

ダブルクリックした部材が「トラス部材」の場合、次の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ トラスの設定内容に関する詳細は、ヘルプの５章「5-11. トラス」をご参照ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜節点＞ 

節点をダブルクリックした場合、次の画面が表示されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ 節点の設定内容に関する詳細は、ヘルプの５章「5-2. 節点」をご参照ください。 
 

←節点番号及び座標位置です。 
 
 
←P1,P2,P3が、順にＸＹＺ方向の変位成分
です。 
M1,M2,M3が、順にＸＹＺ回りの回転成
分です。 
各方向成分への加力や拘束条件を設定

（自由・固定・バネ支持）ができます。
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Ⅲ．データ項目の数値を直接編集する 
 
 
プルダウン・メニュー の [データ(D)] をクリックするとデータ項目の一覧が表示されます。ここで編集

したいデータ項目（下図の例の場合は [節点] ）を選択すれば、そのデータ領域が表示されます。この領域
の数値を直接編集することが可能です。編集後 [ＯＫ] ボタンをクリックすれば修正が実行され、その結果
は 表示領域 のモデル図にも反映されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ データ領域内の操作方法に関しては、ヘルプの 6章「6-5. データ」をご参照ください。 
 ※ データの各項目の設定内容に関する詳細は、ヘルプの 5章「5. 入力データ」をご参照ください。 
 

項目によっては、ここからの編

集しかできないもの（ＣＡＤ的

操作による編集が不可なもの）

もあります。 
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１.（14）解析の実行 

 
 
ここでは解析実行の方法を説明します。 

 
 以降の操作説明は STANが起動され、例題のデータが呼び出された状態よりの説明となります。 
ここで説明の為呼び出しているデータは「Ex-009.dat」です。このデータは、「 マイ ドキュメント → KKE 
→ STAN-V9 → SAMPLE 」フォルダの中にあります。 
 
 なお、ここの操作を実際に行うと、呼び出したデータの内容が書き変えられます。[SAMPLE] フォルダ内
のファイルはインストールの初期状態を保つ事をお勧めします。よって [SAMPLE] フォルダ内のファイル
を利用して、ここでの操作を行う場合、同ファイルを別フォルダにコピーし、コピーしたファイルでお試し

ください。 
 
 以下より手順になります。 
 
 ① プルダウン・メニュー の [解析・他(A)] をクリックして [解析実行] を選択。応力解析コントロール 

画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ② データが修正されていれば以下のメッセージが表示されます。解析を実行する前には、データを最新の

状態で保存する必要があります。上書き保存が駄目な場合は [キャンセル] で保存を止めて下さい。
上書き保存後、解析を実行して良ければ [ＯＫ] をクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
※ STAN／3D－Ｌ(荷重拾いオプション)が利用可能な状態で、荷重拾い用データが入力されている場合、荷
重拾いの自動実行（解析前処理）を行うかどうかの確認画面が表示されます。この確認画面の詳細につい

ては「STAN／3D－Ｌマニュアル」をご参照ください。 
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 ③ 応力解析コントロール 画面が表示されます。各設定を確認して [計算実行] をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ＜出力内容＞ 

 
    ・応力度の出力 

→ 解析結果リストに「応力度」を出力します。この場合、入力データの「断面性能」の項目に
断面係数が必要になります。（断面性能に関しては、ヘルプの５章「5-7.断面性能」をご参

照ください。） 
    ・部材軸の方向余弦出力 

→ 解析結果リストに「部材軸の方向余弦」を出力します。部材が多い場合、結果のデータ量が
多くなるのでご注意ください。 

    ・部材荷重によるＣＭＱ出力 
→ 解析結果リストに「部材荷重によるＣＭＱ」を出力します。部材が多い場合、結果のデータ
量が多くなるのでご注意ください。 

    ・部材毎の応力出力 
→ 解析結果リストの出力形式を「部材毎の応力出力」にします。通常は解析ケース毎に出力が
繰り返されますが、ここをチェックすると同じ部材の応力が全荷重ケース分まとめられ、

部材毎に出力されます。 
 

出力ファイル形式を変

更します。 

表計算用ファイルの出力

の有無を指定します。出力

する場合、全部材か部材を

選んで出力できます。表計

算用ファイルに関しては

ヘルプの 10 章 「10-3.表

計算用結果ファイル」をご

参照ください。 

解析するか、データチェックのみにするかを指定します。大型モデル（2000節点を超える）で

なければ、とりあえず解析してしまってもあまり時間はかかりません。 

オプション利用可能な場合のみ選択できます。 
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 ④ 解析実行 画面が表示されます。解析が正常に終了すれば元の表示画面に戻ります。そこで [終了] を

クリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑤ データに異常があった場合、エラー原因のメッセージが表示されます。[ＯＫ] をクリックして結果の

出力を確認してください。 
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１.（15）解析結果のリスト出力 

 
 
ここでは解析結果のリスト出力の方法を説明します。 

 
 以降の操作説明は STANが起動され、例題のデータが呼び出された状態よりの説明となります。 
ここで説明の為呼び出しているデータは「Ex-009.dat」です。このデータは、「 マイ ドキュメント → KKE 
→ STAN-V9 → SAMPLE 」フォルダの中にあります。 
 
「Ex-009.dat」のデータには、その解析結果ファイルが同じフォルダ内に存在します。よって、再度解析を
実行することなく結果の表示ができます。他のファイルでここの項目を試す場合、解析を実行して「正常終

了した結果ファイル」が作成されている状態で行ってください。 
 
 以下より手順になります。 
 
 ① ツールボタン領域 の切り替えボタン「結果表示」をクリックして「結果表示モード」に移ります。解
析がされていないか、解析結果ファイルが古い場合「結果表示モード」に移れません。 
プルダウン・メニュー の [結果表示(G)] をクリックして [解析結果リスト出力] を選択してください。
解析結果出力コントロール 画面が表示されます。 
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 ＜出力項目＞ 

  ・全て出力：ここにチェックを付いると全ての内容が出力対象になります。この場合 [出力項目] の詳細
及び [解析ケース] の選択はできません。画面を開いた直後は [全て出力] が選択されてい
ます。 

  ・出力項目設定：ここにチェックを付いると出力項目を選択できます。選択が可能な項目にはチェック

マークが付いています。不必要な項目はチェックマークを消してください。 
 ＜解析ケース＞ 

   出力したい解析ケースを選択します。出力項目で [全て出力] が選択されている場合、解析ケースの選
択はできません。 

 ＜出力先＞ 

   結果の出力先を、画面、プリンタ、ファイルから選択します。[ファイル] を選択するとファイル名を
指定するダイアログが表示されますのでファイル名を入力してください。 

 ＜出力部材＞ 

   解析結果を出力する節点や部材を指定します。ここにチェックがあると、[部材指定] 内で設定されて
いる要素に対してのみ出力を実行します。[部材指定] 内の情報はファイルを閉じると消去されてしま
いますので、設定後に [節点ファイル作成] もしくは、 [節点ファイル作成] をすることをお勧めし
ます。また [部材指定] 内の情報は、モデル自体の節点番号や部材番号の変更には追従しませんので
ご注意ください。 

   [部材指定] の操作方法については、ヘルプの６章 「6-8.(6) 解析結果リスト出力」をご参照くださ
い。 

 
 
 
 ② 出力項目は解析の状況により設定を行います。今回は [全て出力] を選択して [ＯＫ] をクリックして

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    スクロール・バー で画面がスクロースします。各項目を表示して確認を行ってください。この画面

で[終了] をクリックすれば 解析結果出力コントロール画面 に戻りますので、ここでも [終了] を
クリックしてください。 
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１.（16）解析結果の図化出力（応力図） 

 
ここでは解析結果の図化出力の方法を説明します。 

 
 以降の操作説明は STANが起動され、例題のデータが呼び出された状態よりの説明となります。 
ここで説明の為呼び出しているデータは「Ex-009.dat」です。このデータは、「 マイ ドキュメント → KKE 
→ STAN-V9 → SAMPLE 」フォルダの中にあります。 
 
「Ex-009.dat」のデータには、その解析結果ファイルが同じフォルダ内に存在します。よって、再度解析を
実行することなく結果の表示ができます。他のファイルでここの項目を試す場合、解析を実行して「正常終

了した結果ファイル」が作成されている状態で行ってください。 
 
 以下より手順になります。 
 
 ① ツールボタン領域 の切り替えボタン「結果表示」をクリックして「結果表示モード」に移ります。解
析がされていないか、解析結果ファイルが古い場合「結果表示モード」に移れません。 
プルダウン・メニュー の [結果表示(G)] をクリックして [応力表示基本設定] を選択してください。 
応力表示基本設定 画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② [曲げモーメント] のタグ
をクリックします。 
[表示応力] で [Ｍ] を選
択し、後は左図と同じ設定

で [ＯＫ] をクリックすれ
ばモーメント図が表示され

ます。 
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以上で、基本操作についての記載は終了です。 
STANの画面の右上隅の [×] をクリックすれば STANのプログラムは閉じます。 
 

③ 適切な表示設定がされていれば [結果表示] から応力を選択
するだけで表示のオン・オフが可能です。

ここで解析ケースを選択すれば、その解析ケースの応力図

が表示されます。 

モーメント 

ねじりモーメント

変形 

軸力

せん断力

支点反力

応力図表示を全てクリア

応力図の表示は 「結果表示モード」でないと実行できません。 
表示モードについては、ヘルプの「3-2.(4) 表示モードについて」

をご参照ください。 

結果表示モードであれば、ツールボタン領域 に表示応力を選択
できるボタンが現れます。ここをクリックしても応力が表示され

ます。 


